






【研究目的】 

先天異常は、人種、民族を越えてほぼ共通した頻度で発生している。しかし、福山型先天

性筋ジストロフィーのように日本民族にのみ高い頻度で発生している疾患もある。ある先

天異常がわが国のある地域に多発した場合、その資料の背景には、このような地域差など

の面からも検討を行っておかないと間違った結論を導き出す危険性がある。 

目的 1:日本人に比較的多くみられる先天異常に中国地方と九州地方という地域差による

頻度差はないかを検討する。 

目的 2:原因不明の先天性と考えられる発達障害児の免疫学的な特性はないかを検討する。 


